
（記入例）
受付番号

受付日

ケーブル防火区画貫通措置に関する講習会申請書
部課名 東京 支店 防災 部 入社 西暦        

(役職名) 防災 課 Tel:123-45-6789 年月日 年 4 月 1 日

ふりがな 　　　とう　きょう　た　ろう 生年月日 西暦        

氏　　名 東　京　太　郎 印 年 12 月 16 日 (満 34 才)

住　　所 〒 014 -0045 6 年 6 ヶ 月

(本　人) 東京都中央区築地１丁目２番２２号

受講後、当協議会ホームページへの受講者名記載を （①希望する・②希望しない） （該当番号に○印をして下さい）

工事種別

防災開発 件名： ○○区画貫通部工事 　現場責任者 　官庁工事

防 ～ 事業団 工事内容： 　作業班長 ５ヶ月 　民間工事

災 床貫通部１００箇所の区画貫通部防災処理 　作業員 　その他

工 防災工業（株） 件名： ○○防災工事 　現場責任者 　官庁工事

事 ～ 工事内容： 　作業班長 ２ヶ月 　民間工事

経 壁、床貫通部20箇所の区画貫通部防災処理 　作業員 　その他

験 ○○電力（株） 件名： ○○区画貫通部工事 　現場責任者 　官庁工事

～ 工事内容： 　作業班長 ３ヶ月 　民間工事

壁、床貫通部20箇所の区画貫通部防災処理 　作業員 　その他

（備考）防災工事経験がある方は、必ず記載下さい。

＊防災工事業務の自己評価として以下のどの項目に該当しますか。該当番号に○印をして下さい。

自 １： 上司の指導を受けながら通常業務を遂行している。

己 ２： 時として上司の助言を必要とするが通常業務を遂行できる。

評 ３： 通常業務が支障なく遂行できる。

価 ４： 作業班長として、作業員に通常業務の指導ができる。

５： 現場責任者として、適切な状況判断のもと作業班長及び作業者の指導ができる。

ケーブル防災設備協議会会長殿

上記の申請内容に相違ございません。

西暦 年 8 月 20 日

住所   〒104-0045　東京都中央区築地１丁目２番２２号

会社名  ○○工業（株）　東京支店

申請者　防災部長　日本一郎 印

（注）黒ボールペンで記入してください。

講習結果(事務局記載欄）
講　　習 ( 年 月 日 ) 講習　　　　　　　終了　　　　　未終了 修了書番号
試　　験 ( 年 月 日 ) 試験(７０点以上） 点 合格 不合格

2002/3

2002/4

2001/3

業務内容 防災に関する ①設計業務 ・②工事管理 ・③工事実務 ・④その他（　　　　　）　　（該当番号に○印をして下さい）

従事役職 従事年数
工事期間 発注者

工　事　件　名

1992
所属会社

防災工事

経験年数

○○工業（株）

1967

（○で囲む）工　事　内　容 （○で囲む）

2002/1

2001/6

2002

2002/5



（記入例）

防災業務上困った点についてお聞かせ下さい

申請年月日 西暦 年 8 月 20 日

会社名 ○○工業（株）

氏名 東京太郎 (年齢 34 才)

１．防災工事で今までに難しかったこと、困ったことはありますか。ある場合はどのように対処しましたか。

床貫通部が壁の近くにあり、防災処理する上で手が入らず、作業に困難を要した。

パテ詰めするのに、棒を使用し実施した。

２．その他、質問、意見等ありましたら記載願います。

開口部の大きさが、認定条件よりも大きい場合はどのように処理したら良いでしょうか。

ご協力ありがとうございました。これらご意見を、今後の協議会活動に反映させて参ります。

2002

防災工事アンケート



受付番号

受付日

ケーブル防火区画貫通措置に関する講習会申請書
部課名 支店 部 入社 西暦        

(役職名) 課 Tel: 年月日 年 月 日

ふりがな 生年月日 西暦        

氏　　名 印 年 月 日 (満 才)

住　　所 〒       - 年 ヶ 月

(本　人)

工事種別

件名： 　現場責任者 　官庁工事

防 ～ 工事内容： 　作業班長 　民間工事

災 　作業員 　その他

工 件名： 　現場責任者 　官庁工事

事 ～ 工事内容： 　作業班長 　民間工事

経 　作業員 　その他

験 件名： 　現場責任者 　官庁工事

～ 工事内容： 　作業班長 　民間工事

　作業員 　その他

（備考）防災工事経験がある方は、必ず記載下さい。

＊防災工事業務の自己評価として以下のどの項目に該当しますか。該当番号に○印をして下さい。

自 １： 上司の指導を受けながら通常業務を遂行している。

己 ２： 時として上司の助言を必要とするが通常業務を遂行できる。

評 ３： 通常業務が支障なく遂行できる。

価 ４： 作業班長として、作業員に通常業務の指導ができる。

５： 現場責任者として、適切な状況判断のもと作業班長及び作業者の指導ができる。

ケーブル防災設備協議会会長殿

上記の申請内容に相違ございません。

西暦 年 月 日

住所 〒　　　－

会社名

申請者 印

（注）黒ボールペンで記入してください。

講習結果(事務局記載欄）
講　　習 ( 年 月 日 ) 講習　　　　　　　終了　　　　　未終了 修了書番号
試　　験 ( 年 月 日 ) 試験(７０点以上） 点 合格 不合格

業務内容 防災に関する ①設計業務 ・②工事管理 ・③工事実務 ・④その他（　　　　　）　　（該当番号に○印をして下さい）

工事期間 発注者
（○で囲む）

所属会社

本業務の

経験年数

工　事　件　名

工　事　内　容

従事役職 従事年数

（○で囲む）

受講後、当協議会ホームページへの受講者名記載を （①希望する・②希望しない） （該当番号に○印をして下さい）



防災業務上困った点についてお聞かせ下さい

申請年月日 西暦 年 月 日

会社名

氏名 (年齢 才)

１．防災工事で今までに難しかったこと、困ったことはありますか。ある場合はどのように対処しましたか。

２．その他、質問、意見等ありましたら記載願います。

ご協力ありがとうございました。これらご意見を、今後の協議会活動に反映させて参ります。

防災工事アンケート



ケーブル防火区画貫通措置に関する講習会申し込み書

会社名・電話番号 会社名:　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　TEL:

申し込み者氏名

受講日 西暦　　　　　　　　　年　　　 　月　　　　　日

会場名

いずれかに○

No. 受講者氏名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

東京会場　　　          　大阪会場　　




